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（  続 紙  １  ）                              

京 都 大

学  
博 士（      理  学 ） 

氏

名  
小野田  幸生  

論 文 題

目  

 

礫下間隙高に着目した  

底生魚トウヨシノボリの河床微生息場所の評価  

 

 

（ 論 文 内 容 の 要 旨 ）  

 

潜 在 的 に 流 量 や 土 砂 輸 送 が 変 動 す る 河 川 で は 、河 床 微 生 息 場 所 の 要 素 で あ

る 礫 の 分 布 や 質 は 動 的 に 評 価 さ れ る 必 要 が あ る 。礫 下 間 隙 は 底 生 動 物 の 生 息

空 間 を 創 出 す る が 、そ の 利 用 可 能 性 は 周 囲 の 細 粒 土 砂 の 浸 食 や 堆 積 に よ り 変

化 す る 。そ こ で 、本 研 究 は 、河 床 微 生 息 場 所 の 指 標 と し て 礫 の 開 口 部 の 高 さ

で 定 義 さ れ る「 礫 下 間 隙 高 」を 導 入 し 、礫 下 間 隙 を 隠 れ 場 所 や 産 卵 床 と し て

利 用 す る ハ ゼ 科 魚 類 ト ウ ヨ シ ノ ボ リ を モ デ ル 生 物 と し た 微 生 息 場 所 の 質

的 ・ 量 的 評 価 を 試 み た 。  

ま ず 、本 種 の 礫 利 用 様 式（ 隠 れ 場 所 や 産 卵 床 ）に よ る 底 質 要 素 に 対 す る 選

好 性 を 調 べ る た め 、流 速 等 の 効 果 を 除 去 可 能 な 平 瀬 を 調 査 区 と し た 。野 外 調

査 の 結 果 、本 種 は 隠 れ 場 所 と し て 広 い 礫 面 積 と 高 い 礫 下 間 隙 高 を 有 す る 礫 を

選 好 し た 。一 方 、卵 を 保 護 す る オ ス は 産 卵 床 と し て 広 い 礫 面 積 を 選 好 し た が 、

自 身 の 体 高 に 近 い 礫 下 間 隙 高 を 高 頻 度 で 利 用 し た 。こ の 体 サ イ ズ 依 存 的 な 礫

下 間 隙 高 の 利 用 を 説 明 す る た め 、入 口 の 高 さ を 固 定 し た 人 工 産 卵 基 質 を 用 い

た 産 卵 床 選 択 実 験 を 飼 育 環 境 下 で 実 施 し た 。そ の 結 果 、保 護 オ ス は 自 身 の 体

高 に 近 い 間 隙 高 を 持 つ 産 卵 床 を 好 む こ と が 明 ら か と な っ た 。  

次 に 、流 量 変 動 や 土 砂 動 態 が 礫 下 間 隙 高 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る た め 、野

外 河 川 に お け る 環 境 計 測 調 査 お よ び 土 砂 添 加 実 験 を 実 施 し た 。 調 査 の 結 果 、

礫 下 間 隙 高 は 低 水 時 に 低 下 し 、増 水 時 に 上 昇 し た が 、そ の 変 動 パ タ ー ン は 増

水 規 模 に よ っ て 異 な り 、流 量 増 大 に 伴 う 土 砂 動 態 も 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ

れ た 。 土 砂 添 加 実 験 に よ り 、 礫 下 間 隙 高 の 変 動 パ タ ー ン は 流 量 だ け で な く 、

土 砂 供 給 量 に よ っ て も 影 響 さ れ る こ と が 実 証 さ れ た 。  

以 上 よ り 、流 量 変 動 や 土 砂 動 態 は ト ウ ヨ シ ノ ボ リ の 隠 れ 場 所 や 産 卵 床 の 質

的・量 的 変 化 を も た ら す 重 要 な 環 境 要 因 で あ り 、礫 下 間 隙 高 を 用 い た 微 生 息

場 所 の 評 価 は 河 川 生 物 の 個 体 群 動 態 や 保 全 研 究 に 広 く 適 用 で き る だ ろ う 。  

 

 

 



（ 続 紙  ２  ）                             

 

（ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  

 

申 請 者 は 、河 川 生 物 の 生 息 場 所 と し て の 最 小 ユ ニ ッ ト で あ る 河 床

礫 に 着 目 す る こ と に よ っ て 、微 生 息 場 所 評 価 の 新 し い 方 法 論 の 構 築

を 試 み た 。特 に 、河 床 礫 下 面 に 創 出 さ れ る 底 生 動 物 の 生 息 空 間 を 評

価 す る た め に 、「 礫 下 間 隙 高（ 礫 下 開 口 部 の 高 さ ）」 を 計 測 し 、指 標

化 す る こ と を 発 案 し た 。  

申 請 者 は 、底 生 魚 ト ウ ヨ シ ノ ボ リ を モ デ ル 生 物 と し て 、本 種 の 隠

れ 家 お よ び 産 卵 床 と し て の 河 床 礫 の 利 用 様 式 を 野 外・室 内 に お い て

詳 細 に 調 査 す る と と も に 河 床 礫 の 利 用 可 能 性 や 好 適 性 が 河 川 流 況

に よ っ て 動 的 に 変 化 す る メ カ ニ ズ ム の 解 明 を 試 み た 。ま ず 、野 外 河

川 に お け る 河 床 礫 の 存 在 様 式 と 物 理 的 環 境 構 造 の 関 係 を 解 析 し 、ト

ウ ヨ シ ノ ボ リ に よ る 河 床 礫 の 利 用 状 況 調 査 と 併 せ て 、本 魚 の 局 所 密

度 を 決 定 す る 環 境 要 因 を 推 定 し た 。続 い て 、人 工 巣 を 用 い た 室 内 飼

育 実 験 を 行 い 、本 魚 の 礫 質 に 対 す る 選 好 性 を 評 価 し た 。本 実 験 に よ

り 、河 床 礫 の 存 在 様 式 は ト ウ ヨ シ ノ ボ リ の 繁 殖 成 功 へ の 影 響 を 介 し

て そ の 個 体 群 密 度 を 規 定 す る 重 要 な 要 因 と な り う る こ と を 明 ら か

に し た 。こ れ ら の 観 察 お よ び 実 験 結 果 を 踏 ま え て 、さ ら に 申 請 者 は

河 床 礫 の 存 在 様 式 の 動 的 変 化 を 引 き 起 こ す 水 理 学 的 メ カ ニ ズ ム を

解 明 す る た め に 、野 外 河 川 に お け る 環 境 モ ニ タ リ ン グ と 河 川 土 木 工

学 的 実 験 を 実 施 し た 。そ の 結 果 、水 理 学 的 要 因 の み な ら ず 、土 砂 供

給 が 礫 下 間 隙 高 の 動 態 を 左 右 す る 重 要 な 要 因 で あ る こ と を 実 証 し

た 。  

本 研 究 の 特 筆 す べ き 点 は 、従 来 見 過 ご さ れ が ち で あ っ た 礫 下 空 間

が 河 川 生 物 の 個 体 群 に 影 響 す る 重 要 な 環 境 要 素 で あ り 、そ れ を 評 価

す る 新 た な 指 標 と し て 礫 下 間 隙 高 を 提 案 し た こ と に あ る 。ま た 、生

物 に よ る 微 生 息 場 所 要 求 性 を 評 価 す る 際 に 、行 動 生 態 学 や 河 川 土 木

工 学 の ア プ ロ ー チ を 取 り 入 れ る な ど そ の ア イ デ ア は バ ラ エ テ ィ ー

に 富 ん で い る 。本 研 究 に よ る 微 生 息 場 所 評 価 手 法 の 簡 便 さ と 普 遍 性

は 、様 々 な 河 川 底 生 生 物 に 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、一 連 の 研 究 成 果

は 、微 生 息 場 所 の 時 空 間 不 均 一 性 を 左 右 す る 河 川 流 況 の 人 為 的 な 制

御 や 土 砂 供 給 が 生 物 多 様 性 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 多 く の 示 唆 を 与

え 、今 後 の 順 応 的 生 態 系 管 理 の 現 場 に お い て 有 用 な 科 学 的 知 見 を 提

供 す る も の と 期 待 さ れ る 。  



以 上 よ り 、 本 論 文 を 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の

と 認 め 、論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 事 項 に つ い て 平 成 2 2 年 1 月 1 9

日 に 口 頭 試 問 を 実 施 し た 結 果 、 合 格 と 判 定 し た 。  

 

   要 旨 公 開 可 能 日 ：      年    月    日 以 降  


